
教育訓練カリキュラム論
指導員の役割と
能力資質に基づくカリキュラム開発
担当　指導学科　新井　吾朗

http://www.uitec.ac.jp/~araigoro
mailto:araigoro@uitec.ac.jp
講義の目標

この講義では、次の到達目標をめざします。
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1. 指導員の役割をニーズ把握から評価までの一連の流れで説明できる。

2. 教育訓練の目標を設定できる。

3. CUDBAS法でカリキュラムを作成できる。
4. 目標分析法で指導項目を設定できる。

この単元の評価
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1. グループワークで提出する課題と出席状況を基に評価する。
2. 課題は、3種類提出する。それぞれの作成に携わったメンバーだけを評価する。
イントロダクション
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音楽を部屋に飾ろう！
美しいフォルムに高音質・多機能を装備したＭＤシステム。
370(幅)x166.5(高さ)x205(奥行)mm／約4.1kg
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最大外形寸法/質量　475（幅）×165.5（高さ）×249（奥行）mm　約4.6kg
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 INCLUDEPICTURE "http://www.aiwa.co.jp/products/images_icon/audio_minidisc.gif" \* MERGEFORMATINET [image: image6.png]




 HYPERLINK "javascript:MM_openBrWindow('au_mdp.html" \l "mdlp')" 

 HYPERLINK "javascript:MM_openBrWindow('au_mdp.html" \l "md_group')" 
[image: image8.png]




 HYPERLINK "javascript:MM_openBrWindow('au_mdp.html')" 
[image: image9.png]




 HYPERLINK "javascript:MM_openBrWindow('au_mdp.html" \l "syouden')" 
[image: image10.png]




	
	[image: image11.png]




 INCLUDEPICTURE "http://www.sony.co.jp/sd/products/sonyaudio/AU/mdcd/common/panorama.gif" \* MERGEFORMATINET [image: image12.png]Panorama Sound
i



[image: image13.png]


[image: image14.png](=

MO

FM/AM






	■ＭＤＬＰ/ＭＤグループ機能搭載
■ＭＤ→ＭＤダビングに便利な 前面外部入力端子
■CD→MD倍速ダビング
■ウィークリー設定、スヌーズ機能付き！充実のタイマー機能
■ＣＤスタンドとしても使える　新ＡＭループアンテナ付属
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●CD-MD高速録音機能
●SYNCHRO REC
●録音中タイトル入力機能
付属品　電源コード、ワイヤレスリモコン、電池（リモコン用）、AM用ループアンテナ、ゲーム機接続ユニット、オーディオ接続コード
●ZS-M30はAC電源専用です。


	大学　成績証明書
	
	大学　成績証明書

	○○工学科　△田　□夫
	
	○○工学科　△田　□夫

	
	
	

	数学Ⅰ
	75
	
	数学Ⅰ
	75

	英語購読Ⅰ
	70
	
	英語購読Ⅰ
	70

	社会学Ⅰ
	80
	
	社会学Ⅰ
	80

	
	
	
	
	

	材料力学
	70
	
	材料力学
	70

	金属材料
	75
	
	金属材料
	75

	金属組織学
	80
	
	金属組織学
	80

	構造計算
	85
	
	構造計算
	85

	
	
	
	
	


1 教育訓練目標の設定と
　　　　　　　指導員の役割
1.1 目標設定の意味
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図 1　P-D-Cサイクル

どのような場合でも目標は、最終的な到達像を示す。目標が明確で適切であれば、その目標が達成されれば、その行動は成功したと言うことができます。

一般に各種の業務を効率的、効果的に継続するために、Ｐ－Ｄ－Ｃサイクルを回すことが求められる。つまり、目標を到達するための計画(PLAN)をし、計画に基づいて実施(DO)し、実施した結果を目標と照らして確認(CHECK)し、不都合があれば計画を見直すなどして業務を改善するのです。
この時の確認する視点は２つあります。
	目標は達成したか
	
	業務を実施することで目標が達成されたかを確認する。目標が達成されていないとすれば、実施の方法が間違っていたことになる。

	
	
	

	目標設定は適切だったか
	
	そもそも、目標が適切であったかを確認する。目標を達成したとしても、本来的に要望していた結果が出ていないとすれば、目標を変更する必要がある。


1.2 指導員の役割

指導員の役割は、ニーズ把握からカリキュラム設定、訓練実施、評価の流れを一体化すること

(1) 指導の結果は評価される
指導が終われば、指導した内容を受講者が習得したかを評価します。評価すべき項目は、訓練の目標を満たしたかどうかで評価すべきです。つまり、その訓練の目標として、「○○○○ができる」という目標を立てたとすれば、評価の項目も、「○○○○ができるか」という項目になるのです。

(2) 評価に責任を持つために(指導員の役割の全体像)
訓練生が企業に戻ると、「職場で役に立つ仕事をしてくれているだろうか」という評価を受けることになります。この評価が低いということは、訓練の評価が悪いということになります。これは、訓練が訓練ニーズを満たしていないと言うことです。

訓練ニーズを知らずに訓練を実施すれば、当然訓練ニーズを満たす訓練は実施できません。つまり、指導員は訓練ニーズを把握するところからその仕事が始まるのです。

具体的に言うと、効果的な訓練を展開する条件は、訓練生が習得したいと考えていることを知り、それをわかりやすく、実際の作業に適用できるように訓練を計画し、その計画に沿って指導するということになります。また、訓練結果を評価し、問題があればそれを改善するということです。これら一連の流れを実施するのが指導員の役割なのです。

ところで、訓練生が習得したいと考えていることというのは、実際には訓練生を雇用している企業が考えていることであり、その訓練生が所属している業界の考えでもあります。それらの考えをふまえて、具体的な訓練に展開してゆくことも指導員の役割ということになります。
 
2 　訓練目標の設定
2.1 目標設定の基本は「　～　できる」

教育訓練の目標設定の基本は、訓練生が「どのような行動をとれるようになるか」を記述することです。

訓練の内容を示したり、何を指導するのかの項目を示すことがありますが、これらは、訓練の内容や訓練の概要であり、訓練目標ではありません。

このように見ると訓練目標には、訓練生が行う「行動」が入っていることがわかります。さらに、その行動をする際の「条件」、「基準」が入ると、訓練目標はより明確になります。
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この講義で私は
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この講義を終えると訓練生は、

	　～を指導する

　～について取り上げる

　～の知識

　～の方法
	
	　～ができる

□～を判断できる

　～を計画できる

□～を改善できる

	訓練の内容

訓練の概要
	
	訓練目標


2.2 目標設定の例とよくある間違い　
	例
	
	・カリキュラムを作成できる

・訓練目標を設定できる

・２元２次方程式を解ける

・中板下向きであれば被覆アーク溶接ができる

・食パン、ベーコン、卵を与えられて朝食を作ることができる。

・中板下向きであれば、JIS検定に合格する被覆アーク溶接ができる

・冷蔵庫の残り物3品を与えられて、30分以内に夕食を提供できる。

	
	
	

	よくある間違い
	
	・被覆アーク溶接を習得する
・訓練目標の設定方法を理解できる

・２元2次方程式の解法を知っている

・中板下向き方法を十分に学ぶことができる


訓練目標の「行動」は、他者が観察して評価可能であること

2.3 　訓練目標見極め課題

（1） 次の①から⑩の訓練目標の中から「行動」、「条件」、「基準」を見つけ出し、次の記号で示しなさい。

「行動」　　　　　

「条件」　　　　　

「基準」　　　　　

（2） また、行動を見つけることができず、訓練目標として不適切なものには、番号の前の□に×を書きなさい。

	
	①
	外国人と英語で会話ができる。

	
	②
	職業訓練指導員の業務を知ることができる。

	
	③
	片持ちハリであれば、与えられた条件を元に構造計算ができる。

	
	④
	コンクリートの特質を理解している。

	
	⑤
	CUDBASを実際の訓練カリキュラム作成に適用できる。

	
	⑥
	アメリカ大統領にイラクからの撤退を説得できる。

	
	⑦
	イラク問題を分析的に見られる。

	
	⑧
	与えられた課題を自分自身で解き、期限までにレポートを提出できる。

	
	⑨
	新聞の論説であれば、10分間で400文字　ワープロに入力できる。

	
	⑩
	生協の販売管理をシステム化できる。


2.4 　訓練目標設定課題

　能開総合大で学んでいる各科目の中から適当な科目を選択し、設定されていると思われる教育目標を１０ヶ、次の表に記入しなさい。記入後、行動、条件、基準を示しなさい。
	①
	

	②
	

	③
	

	④
	

	⑤
	

	⑥
	

	⑦
	

	⑧
	

	⑨
	

	⑩
	


３　CUDBAS法による
カリキュラム開発
能力資質分析によるカリキュラム作成法であるCUDBAS法について、「スーパーマーケットのレジ担当者養成コース」を例に、進め方を紹介する。

1 CUDBAの全体像と流れ

	STEP
	作業内容
	ツール
	

	事前の作業
	訓練修了時の人間像を明確化
	ニーズ分析手法
	

	
	
	
	

	STEP1
	人間像の持つ能力の書き上げ
	ABLカード
	

	
	
	
	

	STEP2
	能力の相互関係を検討して
一覧表作成（訓練内容の設定）
	能力資質リスト
	内容の設定

	
	
	
	

	STEP3
	各能力の教育訓練水準の設定

(訓練目標の設定)
	能力資質リスト
	

	
	
	
	

	STEP4
	教え易さに注目した、能力相互関係の再検討（科目の設定）
	能力資質の構造図
	

	
	
	
	

	STEP5
	各科目の教育訓練目標整理
	科目別目標一覧表
	順序の設定

	
	
	
	

	STEP6
	教育訓練予定表作成
	教育訓練予定表
	

	
	
	
	

	STEP7
	資材計画の作成
	資材計画書
	

	
	
	
	

	次の作業
	指導案の作成
	指導案
	指導内容の設定


2 STEP1　人間像の持つ能力の書き上げ
訓練ニーズの分析により、訓練修了時にどのような職場でどのような仕事のできる人材が必要であるのかが明らかになった。

「その人物は、訓練終了時にどの程度の仕事ができればよいのだろうか。」を検討してABLカード(Ability『能力』)カード)でリストアップする。リストアップに際しては、次のことに注意する。

· ABLカード一枚にひとつの能力を書き上げる

· 知識・行動・態度を分けずに、なるべく「～ができる」という言葉で書く

· 「～できる」とかけない知識的な内容は、「～を知っている、理解している」と書く

· 仕事の大きさにとらわれず、具体的な仕事内容をイメージできるように書く

· 朝・昼・晩、月曜から日曜、期首・期末、日常業務、特殊業務など、さまざまな場面でどのような仕事をするのか、幅広く多方面からイメージする

　　参考
	よい例
	よくない例

	· レジスターの始動・停止ができる

· レジスターの構造や取り扱いを知っている

· 適切なスピードでレジ作業ができる

· レジスター周辺の管理ができる
	· レジスターを扱える

注：レジをどのように扱えなければいけないか、イメージできない。日常の入力業務なのか、保守管理なのか？

	· 身だしなみを整えることができる

· 明るい態度で接客できる

· さまざまな場面での受け答えができる

· いろいろな客(障害者・高齢者・不良・粗暴・強盗)への対応ができる
	· 正しい接客ができる。

注：どのような接客が正しいのかがイメージできない。



3 STEP2　能力の相互関係を検討して一覧表作成（訓練内容の設定）
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能力の職能分類例


書き上げたABLカードを「似ている仕事」の視点で次のように整理する。

(1) 仕事をグループ(Duty『職能』)に分類し、Duty毎にABLカードを一列に並べる

(2) 重要なDutyを上に、重要な能力を左に並べる

(3) 各ABLカードの位置が固定したら固定番号を記入する

右図の手順で薦めると早いでしょう。

注意点
· 全く同じカードは重ねてホチキス止めする

· カードの内容を吟味し、不明なカードは書き換える

· 不足している能力を常に探す

4 STEP3　各能力の教育訓練水準の検討(訓練目標の設定)
各能力についてどの程度のレベルまで教育するのかを検討し、A,B,Cというようなレベルを設定する。ABLカードの列のどこに、AとB、BとCの区切りがあるかを探すとレベルを設定しやすい。


A,B,Cのレベルは、訓練の目標などによって適宜設定すればよい。次に例を示す。

	A
	素早く・確実にできる
	良く知っており活用や応用ができる

	B
	一応できる
	知っており理解できる

	C
	聞いたことはある
	聞いたことがある


教育訓練目標のレベル例
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能力資質リストの完成例

5 STEP4　教え易さに注目した、能力相互関係の再検討（科目の設定）
能力資質リストにより、指導すべき項目が明確になった。次に各能力をどの順に始動してゆくかを検討し整理する。

ABLカードを全てばらし、「指導するのに都合がよい」という視点で再度グループをつくる。

その際、次のような点を手がかりにすると良い。

· 学科的なことか実技的なことか

· 基本の理解か実践的な進め方か(構造、メンテナンス、レジ作業)

· 使用する機械や道具の種類(レジスター)

· 作業をする対象(事務処理、顧客対応、金、売場)

· 同じ手法を適用する(衛生、改善)
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能力資質の構造図　完成例
6 STEP5　各科目の教育訓練目標整理
　能力資質の構造図から、一般的な訓練目標設定書に書き写す。

　その際、各科目全体の目標レベル、予想時間数、主な教育訓練手法を設定する。

全科目の予想時間数を合計して、教育訓練にさける総時間数を超えていれば、目標レベルを下げるか、内容項目を削るかして調整する。
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訓練目標設定表

４　目標分析法による

指導項目の設定

目標分析は、上位の目標を達成するために、できなければならない下位の目標が何かを細分化して示し、学習すべき内容と順序を明確にする手法である。

	STEP
	作業内容
	ツール

	事前の作業
	科目毎に訓練目標の明確化
	CUDBASなど

	
	
	

	STEP1
	上位目標に対する

下位目標の設定
	目標詳細図

	
	
	

	STEP2
	下位目標から上位目標へ

学習順序の設定
	目標構成図

	
	
	

	STEP3
	学習順序に合わせて

科目の内容を章立てする
	項目設定書



以下に、スーパーマーケット店員養成訓練の科目を例に示す。

事前の作業　CUDBASによる科目の目標の明確化
　訓練科目　レジスター操作法

　訓練目標　レジスターの始動・停止・管理・入力ができる。

　　　　　　レジスターの構造や取り扱い方法を知っている。

STEP1 上位目標に対する下位目標の設定(目標設定図)

[image: image22]

STEP2下位目標から上位目標へ学習順序の設定 (目標構成図)


[image: image23]

STEP３　学習順序に合わせて科目の内容を章立てする
授業項目設定書

	科目名
	レジスター操作法

	科目の目標
	レジスターの始動・停止・管理・入力ができる。

レジスターの構造や取り扱い方法を知っている。



	授業項目
	予定時間

	１　レジの機能

1.1　POS機能

1.2　値段計算

1.3　宅配・予約登録機能

1.4　出勤管理機能
	15min


	２　レジの始動・停止

2.1　利用キーの取り扱い

2.2　電源の投入手順

2.3　利用者登録
	15min



	3　値段入力

　　3.1　商品登録

3.1.1　バーコードによる商品入力

3.1.2　手入力による商品入力

3.1.3　個数登録

3.1.4　合計計算

3.1.5　釣り銭計算

3.2　客登録

　　　3.2.1　客登録作業

　　　3.2.2　年齢見極めのコツ
	30min

	４　データ登録

　　4.1　宅配登録

　　4.2　公共料金登録

　　4.1　チケット予約登録
	30min

	５　管理出力
	15min

	６　メンテナンス

　　6.1　清掃

　　6.2　用紙交換

　　6.3　良くあるトラブル

　　6.4　メンテナンス連絡先
	30min
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予約
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管理出力できる
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個数登録





商品登録





釣り計算入力





値段計算�機能





出勤管理


機能





こんな授業展開が考えられるな。





Ｂ





Ａ








「似ている仕事」を集め�グループ(Duty)を作る�
�
�
�
集めたDuty毎に�代表する名前を付ける�
�
�
�
Duty毎に、ABLカードを�横一列に並べる�
�
�
�
各Dutyに不足している�能力があれば加える�
�
�
�
重要な能力を左に�重要なDutyを上に移動する�
�
�
�
ABLカードの位置を固定し�番号を振る�
�






手入力�できる














修了時には、こんなことができなければいけないな。
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